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研究成果の概要（和文）：　介護者を要介護者とは違う独自のニーズをもつ個人として捉え、適切に支援するための介
護者のケアマネジメントを展開するアセスメントツールの開発を試みた。ツールの実践試行をもとに改良を加え、居宅
介護支援事業者と地域包括支援センターでの活用方法や連携システムを提案した。ケアマネジメント実践を通して、介
護者の介護疲れや社会的孤立等のリスクを早期に発見し、介護者の個別ニーズを捉えるアセスメントツールの必要性が
確認された。

研究成果の概要（英文）：This study treats family caregivers as individuals with their own unique needs 
that are different from those of care recipients and represents an attempt to develop an assessment tool 
for expanding care management to provide appropriate support for family caregivers. Improvements were 
made based on the tool’s trial implementation; further, a utilization method and a cooperation system 
were proposed for use with in-home care support providers and community general support centers. The 
results confirm the needs to identify risks to family caregivers, such as nursing fatigue and social 
isolation, at an early stage through care management practice and develop an assessment tool that 
captures family caregivers’ individual needs.

研究分野：ケア学
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１．研究開始当初の背景 
わが国では、諸外国にも例のない速さで高
齢化が進み、2012 年７月現在の要介護（要
支援）認定者の数は 540万人を超え、今後も
急増することが予想されている。こうして高
齢化が進み、要介護者が増加していく中、介
護者の負担は重く、その実態は非常に深刻で
ある。昨今、現実として起こっている介護者
による高齢者虐待、介護自殺、介護殺人とい
った悲劇は「尊厳」を重視するケアの現場に
はあってはならないことであり、これらの課
題の解決は急務である。 
研究開始当初、介護者へのケアは要介護者
へのケアに付随するものとして、ケアマネジ
メントの中に位置づけられていた。しかし、
介護者は要介護者とは違う独自のニーズを
もつ個人であり、介護者の悲劇をなくすため
には、介護者への適切なケア実践が必要であ
る。そして、その実践には要介護者とは別に
介護者自身を対象にしたケアマネジメント
を展開することが不可欠であると考えられ
る。これまで、介護者支援に関する研究も進
められ、介護者ストレスの要因分析、認知症
の家族支援の検討、高齢者虐待の早期発見チ
ェックリスト、指標等が作成されていた。し
かし、介護者のケアマネジメントにおけるア
セスメントツールに関する研究はほとんど
見られず、介護者を適切に支援するためのア
セスメントツールとそのツールを活用する
ためのシステムが必要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は介護者へのケアマネジメ
ントを展開するためのアセスメントツール
を開発するとともに、そのツールを効果的に
活用する方法や活用システムを定式化する
ことである。アセスメントツールは介護者の
介護疲れ等のリスクを早期に発見するとと
もに、その生活全体を捉えてニーズを明確化
し、介護者を的確に支援するための展開ツー
ルである。また、開発したツールをケアマネ
ジメント過程に沿って実践・評価し、効果的
に活用する方法や活用システムを提案する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）高齢者虐待、介護自殺、介護殺人の背
景・要因について文献・資料を調査した。 
（２）文献調査、要介護者（要介護１～５）
を在宅で介護している介護者（３県 11市町
村 15名）へのヒアリングによってニーズを
把握した。 
（３）ケアマネジメントに関わる経験年数５
年以上の保健・医療・福祉の専門職（３県 10
市町村 10名）が実践している介護者への支
援に関するインタビューを行い、アセスメン
トツールに必要な内容について検討した。人
の生活全体をとらえる生活エコシステムの
枠組みをもとに（１）（２）（３）から、アセ
スメントツールの項目・構成について検討し、

原案を作成した。作成したアセスメントツー
ルの原案に関する構成・項目についての検討
にあたっては、経験年数５年以上の保健・医
療・福祉のケアマネジメント実践者を中心に、
会議により検討し改良した。さらに、そのア
セスメントツールをケアマネジメントに関
わる保健・医療・福祉・司法等の学識経験者
等により検討し、構成や項目について精査し
て介護者のアセスメントツールを作成した。
その後、完成した介護者のアセスメントツー
ルを実践試行（３県 11 市町村 17 事例）し
た。介護者のスクリーニングシートは居宅介
護支援事業所のケアマネジャーが行い、介護
者のアセスメントシートは地域包括支援セ
ンターが実践試行した。試行後、シートの構
成や項目について精査し、「介護者のアセス
メントツール第１版」を作成した。また、活
用方法や活用システムについて検討し、その
活用マニュアルを作成した。平成 27 年度に
は、「介護者のアセスメントツール第１版」
を実践活用し、スクリーニング、アセスメン
ト、プランニング（ケア会議）、ケアの実施、
モニタリングまでのケアマネジメントを展
開（３県 12市町村 18事例）し、活用シス
テムの定式化を目指した。 
 
４．研究成果 
（１）介護者ケアマネジメントアセスメント
ツールの作成 
 介護者へのヒアリングの結果、介護者の介
護負担としては「排泄介助の負担」「認知症
への対応の困難さ」「夜間の介護と睡眠不足」
「介護者自身の体調不調」「経済面の不安」
や「今後の介護に対する不安」等があげられ
た。また、介護者は介護により「趣味や旅行
が制限」され、それが地域でのつながりを途
絶えさせ、孤立感を生み出す要因になってい
ることが明らかになった。介護者の介護負担
には「排泄介助」「夜間の介助」が大きく影
響していた。「介護をやめたい・したくない」
と思った時の状況」では「便で部屋が汚れた
時」「下着や衣類についた便を処理する時」
「要介護者が下痢の時」等排泄介助に関する
ものが多かった。便でオムツ以外が汚れるこ
とにより、介護の負担感が一層増大し、介護
への限界を実感することにつながるものと
考えられる。また、介護者の睡眠不足は身体
的・精神的疲労につながり、介護疲れを生じ
させていた。介護者はこれまで介護に従事し
た経験があるわけではなく、はじめての介護
であることが多い。効果的に支援するには介
護者の介護負担を軽減する身体介護・認知症
介護の技術を獲得するための指導・助言が必
要である。また、介護者の趣味や旅行が制限
されることが介護者のこれまでの社会との
つながりを途切れさせてしまう要因となり、
孤立感を感じさせることが明確になった。介
護者も要介護者と同様に、自分らしく生きる
ことをあきらめることなく地域生活を送る
ことを可能にするような支援を実現してい



く必要がある。 
ケアマネジャーのインタビューからは支
援過程において、困難が生じた局面での支援
内容としては、「介護者の訴えを傾聴する」
「介護者の思いを受け止める」「介護者の介
護を認める」「介護者を理解する」「介護者を
孤独にさせない」「サブ介護者との介護の分
担を把握する」等の視点が必要であるという
ことが明確になった。先行研究による基礎研
究と本調査の結果をふまえ、介護者の生活全
体をとらえるツールを構成するとともに、検
討会や実践試行によって項目等を精査し、ツ
ールを作成した。 
このツールは、「スクリーニングシート」
と「アセスメントシート」により構成した。
「スクリーニングシート」は介護疲れ等が生
じている介護者、またはその可能性が高いと
考えられる介護者を対象に、居宅介護支援事
業所のケアマネジャーが記入する。このシー
トは介護者の状況と要介護者の状況、介護者
の介護疲れを引き起こす要因について把握
し、介護者のニーズやリスクを発見すること
をねらいとした。また、「アセスメントシー
ト」は地域包括支援センターが介護者との面
接により情報を収集し、記入する。このシー
トは、介護者に最も影響を与える「要介護者
の状況」、実際に行っている「要介護者に対
する介護」「家事」、介護者のその人らしさを
捉える「介護者の特性」、介護者が抱えてい
る問題を捉える「介護の問題」、介護者の介
護に大きな影響をもたらす「家族」、インフ
ォーマル・フォーマルな社会資源との関わり
やつながりを把握する「地域（資源・ネット
ワーク）」により構成した。シートの項目に
沿いながら、介護者固有の生活全体を捉え、
介護者のその人らしい生活を支援するため
のプランニングへの手がかりを得られるよ
うに検討を重ねた。 
（２）アセスメントツールの活用方法と活用
性 
作成した「介護者ケアマネジメントアセス
メントツール第 1版」を活用し、在宅介護の
ケアマネジメント過程に沿って展開し活用
方法や活用性を検討した。全体の流れとして
は、まず介護者の最も身近な存在であり、介
護者の生活状況やその変化を捉えることが
できる居宅介護支援事業所が「介護者のスク
リーニングシート」を活用し、そのシートに
よって介護者支援が必要かどうかをスクリ
ーニングする。支援対象となった場合はその
情報を地域包括支援センターに提供し、地域
包括支援センターが「介護者のアセスメント
シート」を活用し、その介護者の生活ニーズ
を明確にする。その後、そのニーズを解決す
るために支援計画をプランニングし、ケア会
議(地域ケア会議等)で支援内容を検討し、支
援計画を決定する。そして、支援計画に沿っ
てそれぞれが支援を開始し、モニタリングす
るという一連のケアマネジメントを展開す
る。アセスメントツールを活用したケアマネ

ジメント実践と実践後のヒアリング調査を
行った結果、明らかになったこととして以下
の点があげられる。 
スクリーニングの局面ではツールを活用
することによって、これまでの関わりではみ
えなかった介護者の生活ニーズを具体的に
捉えることができること、介護者を要介護者
とは別の生活ニーズをもつ個人として捉え
ることが大切であること等のあらたな気づ
きを得られたことがあげられる。 
また、アセスメントの局面では、介護者固
有の生活を全体的に把握することが可能に
なること、その生活の中で生じる介護者の生
活ニーズにも個別性があり、具体化すること
が重要であること、介護者の生活ニーズから
地域課題が見えてくること等への気づきが
あげられる。アセスメントシートを活用する
ことによって、介護者のストレングスに気づ
くとともに、地域の社会資源を発見できたと
いう事例もある。プランニングにおいては、
介護者の生活ニーズの支援に関わる人の役
割が明確化されたこと、以前よりも多様な地
域の社会資源を活用した支援計画を立案す
ることができたこと、住民への介護者支援に
向けての意識啓発の必要性に気づいたこと
等のケアマネジメント実践者の視点に変化
が生じたことがあげられる。また、介護者が
介護予防の対象であることがわかり、予防の
サービスを開始することになった事例もあ
る。 
面接時の介護者は、積極的に話したり過去
からの話をしたりと普段よりも主体的に面
接に参加する様子であった。介護者にとって
は自分の介護のつらさや大変さを聴いても
らうことで不安が軽減し、気持ちが楽になる
だけではなく、言葉にすることで自身の思い
や困っていることについて気づく様子もあ
った。介護者は自分の介護に対して「認めて
もらいたい」「労ってもらいたい」という気
持ちをもっていることを捉えることができ
た。地域ケア会議における検討会は、介護者
の介護の苦労を多職種が理解することにつ
ながること、それぞれの情報から介護者の地
域生活全体を捉えることができること、介護
者がその地域の生活者であることから地域
課題を捉える場となって効果的な地域の社
会資源の発見につながることが明確になっ
た。これは実際に展開された支援計画にも表
れており、介護者教室、介護者交流会、オレ
ンジサロン、いきいきサロン、民生委員、町
内会長、班長、近所の人、友人、趣味の会の
仲間、老人会のリーダー、食生活改善推進委
員、コンビニの店員、スーパーの店員、ドラ
ックストアの店員、ケアネット関係者、介護
ボランティア、ヘルパー養成講座等、地域の
社会資源を支援に活用していることが特徴
としてあげられる。 
モニタリングでは、介護で困っていたこと
が解消されることにより介護負担が軽減し
たこと、不安が軽減したことにより精神的に



安定し穏やかになったこと、孤立感が解消さ
れたこと、あきらめていた趣味活動や人との
交流等に取り組めたり、外出の機会が増えた
りしたことにより前向きになったこと、介護
者が自身の健康等を気遣うことができるよ
うになったこと等、どの事例もよい状況に変
化していた。このアセスメントツールの活用
は、介護者の生活全体からニーズを捉えられ
たこと、多様な地域の社会資源を発見できた
こと等、介護者の地域生活の支援に有用であ
るという調査結果が得られた。また、このツ
ールを活用したケアマネジメント実践は介
護者の個別ニーズに早期に対応し、介護疲れ
や社会的孤立の未然防止等に効果的である
という結果が確認された。 
（３）活用システムの定式化 
 活用実践の結果、このアセスメントツール
はケアマネジメント実践者に介護者を個別
事例として捉える視点をもたらすものであ
ることが明らかになった。介護者のケアマネ
ジメントは居宅介護支援事業所から地域包
括支援センターにケース紹介されることか
ら開始され、アセスメントの結果、包括的・
継続的ケアマネジメント事業として関わる
場合、権利擁護事業、介護予防ケアマネジメ
ント事業、総合相談支援事業として関わる場
合がある。また、地域ケア会議で支援内容を
検討することにより、新たな地域課題や地域
資源を発見することが可能になった。今後は
実践活用の積み上げと研究協力者や活用し
たケアマネジメント実践者からのフィード
バックによりシステム構築に向けた継続研
究を進めていきたい。 
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